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o-フェニルフェノール（CAS no. 90-43-7） 

 
文献信頼性評価結果 
 

示唆された作用 
エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

○ ○ ○ ○ － － － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
o-フェニルフェノールの内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告において、

エストロゲン作用、抗エストロゲン作用又はアンドロゲン作用、抗アンドロゲン作用、ステロイド

産生影響、アロマターゼ活性阻害を示すことが示唆された。 
なお、米国環境保護庁の EDSP においては、o-フェニルフェノールについて魚類の生殖影響(エ

ストロゲン様作用、アンドロゲン様作用、抗アンドロゲン様作用)を確認するためにメダカ拡張１

世代繁殖試験 MEOGRT を実施する対象物質としている。 
 

(１)エストロゲン作用 
 Petit ら(1997)によって、o-フェニルフェノール(EGA-Chime) 0.01～100μM(=1.70～17,000μg/L)
の濃度に４時間ばく露した酵母 BJ-ECZ (ニジマスエストロゲン受容体を発現)によるレポータ

ーアッセイ(エストロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いた β-ガラクトシダ

ーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、１～10μM(=170～1,700μg/L)の濃度区で β-
ガラクトシダーゼ発現誘導が認められた(100μM 区では細胞増殖阻害)。 
また、o-フェニルフェノール(EGA-Chime) 100μM(=17,000μg/L)の濃度に 48 時間ばく露したニ

ジマス肝臓細胞への影響が検討されている。その結果として、ビテロゲニン mRNA 相対発現

量の高値が認められた。 
また、o-フェニルフェノール(EGA-Chime) 0.01～100μM(=1.70～17,200μg/L)の濃度に 16 時間

ばく露した酵母 BJ-ECZ (ニジマスエストロゲン受容体を発現)による 17β-標識エストラジオー

ル 20nM に対する結合阻害(競合結合)試験が検討されている。その結果として、1～100μM(=170
～17,000μg/L)の濃度で結合阻害が認められた。 

 
 (２)エストロゲン作用又は抗エストロゲン作用(今回評価対象とする EDSP 試験) 

 OPP EDSP Consortium (2012)によって、o-フェニルフェノール(LANXESS 99.9%) 0.0001～
1,000μM(=0.0170～170,000μg/L)の濃度でエストロゲン受容体(SD ラット子宮サイトゾル)によ

る標識 17β-エストラジオール１nM に対する結合阻害(競合結合)試験が検討されている。その

結果として、IC50値 642μM(=109,000μg/L、原記載値は log IC50－3.192M)の濃度で結合阻害が認

められた。 
 想定される作用メカニズム：エストロゲン作用、抗エストロゲン作用 

EDSP では、結合は陽性だが不明瞭(equivocal)との判断を示している。 
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 (３)アンドロゲン作用又は抗アンドロゲン作用(今回評価対象とする EDSP 試験) 
 OPP EDSP Consortium (2012)によって、o-フェニルフェノール(LANXESS 99.9%) 0.0001～
1,000μM(=0.0170～170,000μg/L)の濃度でアンドロゲン受容体(SD ラット前立腺腹葉サイトゾ

ル)による標識 R1881(アンドロゲンアゴニスト)１nM に対する結合阻害(競合結合)試験が検討

されている。その結果として、IC50値 178μM(=30,300μg/L、記載値は log IC50－3.749M)の濃度

で結合阻害が認められた。 
EDSP では受容体との相互作用を示す科学的根拠ありとの判断を示している。 

 
(４)抗アンドロゲン作用 

 Orton ら(2011)によって、o-フェニルフェノール(Aldrich、98.7%) 50μM(=8,500μg/L)までの濃度

に 24時間ばく露(ジヒドロテストステロン 0.25nM 共存下)したヒト乳がん細胞 MDA-kb2 (アン

ドロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(アンドロゲン応答配列をもつレポーター

遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、IC20

値 3.43μM(=583μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導の阻害が認められた。 
� 備考 本文献では、アンドロゲン受容体応答配列をもつレポーター遺伝子を導入した酵母でも

試験を実施しているが、試験濃度範囲の記載が不明瞭であった(ルシフェラーゼ発現誘導の阻

害は認められなかった)。 
 Krüger ら (2008)によって、o-フェニルフェノール (Aldrich、97%) 0.0001～100μM(=0.017～
17,000μg/L)の濃度にばく露(アンドロゲン受容体アゴニスト R1881 25pM 共存下)したチャイニ

ーズハムスター卵巣細胞 CHO-KI (アンドロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(ア
ンドロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検

討されている。その結果として、IC50 値 6.3μM(=1,070μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導

の阻害が認められた。 
 

 (５)ステロイド産生影響(今回評価対象とする EDSP 試験) 
 OPP EDSP Consortium (2012)によって、o-フェニルフェノール(LANXESS 99.9%)  0.0001、0.001、
0.01、0.1、１、10、100μM(=0.017、0.17、1.7、17、170、1,700、17,000μg/L)の濃度に 48 時間

ばく露したヒト副腎皮質上皮がん細胞への影響が検討されている。その結果として、

10μM(=1,700μg/L)以上の濃度区でエストラジオール産生量の高値、10μM(=1,700μg/L)の濃度区

でテストステロン産生量の高値(100μM 区では低値)が認められた。なお、細胞生存率には影響

は認められなかった。 
 想定される作用メカニズム：エストラジオール産生促進、テストステロン産生促進および阻

害 
EDSP では、エストラジオール産生量の濃度依存的増加が認められるとの判断を示している。 

 
 (６)アロマターゼ活性への作用(今回評価対象とする EDSP 試験) 

 OPP EDSP Consortium (2012)によって、o-フェニルフェノール(LANXESS 99.9%) 0.0001～
1,000μM(=0.0170～170,000μg/L)の濃度でアロマターゼ(CYP19)酵素活性(標識 17β-アンドロス

テンジオンを基質とする )への作用が検討されている。その結果として、 IC50 値

107μM(=18,190μg/L、原記載値は log IC50－3.97M)の濃度で結合阻害が認められた。 
 想定される作用メカニズム：アロマターゼ活性阻害 

EDSP では、濃度依存的な阻害が認められるとの判断を示している。  
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